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本日の話 Today’s Topic

１．通勤時の感染防止対策

How to protect yourself when using public transportations

２．対面授業に際しての感染防止対策

How to protect you and your students from infection in classroom



新型コロナウイルスの感染経路と対策
Infection routes and countermeasures against

new coronaviruses

手洗い
hand washing

手指消毒
Hand disinfection

マスク
Masks

フィジカルディスタンシング
Physical Distancing

３密回避
Avoid the Three Cs

飛沫
Splash
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1.手洗い・手指消毒

2.マスク着用 3.フィジカル
ディスタンシング

4.３密の回避

予防の基本ルール
Basic Rules for Prevention

1.hand washing/Hand 

disinfection

2.Wear a mask

4. Avoid the Three Cs

3.Physical Distancing



そもそも公共交通機関は本当に危険なのか？
Is it really dangerous to use public transportation anyway?



https://www.youtube.com/watch?v=267HdDdIywI



電車やバスを利用時の注意事項
Cautions when using public transit

マスクを着用し、喋らない
 Wear a face mask, and don’t talk.

つり革や手摺りに触れた手は下車後に手洗い・消毒する
 When you touch strap and / or handrail, wash your hands or rub your hands with 

alcohol sanitizer after arrival. 

手で目、鼻、口を触れない
 Avoid touching your eyes, nose, and mouth with unwashed hands.

身体的距離を確保する
 Physical distancing.

ラッシュ時間帯を避ける、すいている車両を選ぶ
 Avoid rush hour, and select less crowded car. 

窓を開けて換気する
 Open the window for better ventilation. 



対面授業における感染防止対策
How to protect you and your students from infection in in-person classroom

 マスク着用 Wear a face mask.

 身体的距離 Physical             distancing 

 換気 Keep                 proper ventilation.

 マイクカバー Use microphone cover.

 物品の消毒 Disinfect equipment after using.



濃厚接触者とは？ What is a (close-) contact?

新型コロナウイルス感染症の患者と感染可能期間に接触
した者のうち、Among those who has exposed with a confirmed case 

during the 2 days before and the 10 days after the onset of symptoms of a 
confirmed case:

患者と同居している者や、患者の体液等に直接触れた者
Direct physical contact with a confirmed case; 

手で触れることの出来る距離（約 1m以内）で、マスク
などの必要な感染予防策なしで、患者と 15分以上の接
触があった者
Face-to-face contact with a confirmed case within 1 meter and for more 
than 15 minutes without required protection;



講義室では基本的にマスク着用で十分です
It’s enough for everyone to ware a face mask in a lecture room.

診察室での感染対策は「手指衛生」と「マスク」着用のみ。
Hand hygiene and face mask is a necessary and sufficient condition to avoid close 

contact in outpatient setting.

対面授業では「全員がマスクを着用すること」が濃厚接触者を発生
させないための必要十分条件になります。
A necessary and sufficient condition to avoid close contact in in-person 

classroom is that everyone wares a face mask.

フェィスシールドは直接飛沫が自分の目に入るのを防ぐために用い
ます。Face shield is expected to keep your eyes safe from the direct droplets. 

マウスシールド越しに口の動きを見せるときは、学生には近付かず、
モニター越しに映した方が安全です。
When showing your mouth to the students putting on a mouth shield, don’t get 
closer to the students and just show your mouth on the monitor screen instead.  



No protection

Face mask

Face shield Mouth shield
Non-woven

Fabric
Urethane

Exhaled Droplets

Inhaled Droplets
No effects for micro droplets

Effect of face mask and face shield (simulation analysis by a super computer, Fugaku)

Non-woven and fabric face mask captured 80% of exhaled droplets

Non-woven mask reduced inhaled droplets to 1/3.

Face shield may capture big droplets but pass through micro droplets.

Experiments

Result

http://www.zen-on.co.jp/corporate_news/coronavirusnews01/





https://www.cdc.gov/mmwr/volumes/69/wr/mm6939e3.htm

https://www.cdc.gov/mmwr/volumes/69/wr/mm6939e3.htm






Among 670 confirmed cases with specimen collection dates during August 3–25 for

SARS-CoV-2 testing, median patient age was 19 years (range = 17–50 years), and 293

(47%) cases occurred in males (information on gender was missing for 47 [7%] patients).

Information on school affiliation (e.g., undergraduate versus graduate/professional

student, faculty, or staff member) was not consistently recorded; however, considering

patient age <22 years as an indicator of undergraduate status, 643 (96%) cases were

estimated to have occurred in undergraduate students; among these students, 230

(36%) resided on campus, and at least 51 (8%) were members of a fraternity or sorority

and 51 (8%) were student athletes. For the remainder, place of residence, including if

living at home or in shared apartments, was not readily available. As of August 25, no

COVID-19 patients were hospitalized or had died, and no cases of multisystem

inflammatory syndrome in children or adults were reported. One student was kept for

extended observation in a hospital emergency department. Information on other

clinical manifestations, such as myocarditis, was not available.
Clusters were defined as the occurrence of five or more epidemiologically linked

cases (e.g., common residence, sports team, or fraternal organization membership)

within 14 days of one another (by earliest date of illness identification). During August 3–

25, 18 clusters at university A were identified, 8 in residence halls, 5 among students with

membership in a fraternity or sorority, 1 in off-campus apartments, and 4 among

athletic teams. Overall, 201 (30%) cases were linked to a cluster. Clusters ranged in size

from 5 to 106 patients (median = five), with the largest cluster associated with a

university-affiliated apartment complex.

学生寮
フラット
ソロリティ
アパート
運動クラブ

Robust measures are needed to reduce transmission at institutes of higher education, 

including efforts to increase consistent use of masks, reduce the density of on-campus 

housing, increase testing for SARS-CoV-2, and discourage student gatherings.



現在の日本の状況 Current epidemic situation in JAPAN

Number of Newly Infected Cases

第3波と第4波の谷間にいる。今が一番活動しやすい時期。
節度をわきまえ行動すれば、本来やるべき活動を安全に行
える時期です。
We are now on the valley between the 3rd and the 4th wave.  

Now we can do what we should do so long as behaving 

reasonably.



ありがとうございました
Thank you for listening



スーパーコンピュータ富岳によるシミュレーション（理研）

Computer Simulation of droplet infection by Super Computer “FUGAKU” 



対面授業の留意事項

１．授業準備（授業前）

２．教室到着時（授業直前）

３．授業中

４．授業終了後

５．補足情報

６．キャンパス独自の留意事項
教育・学修支援センター/教務課



１．授業準備（授業前）
• 通勤前に検温を行い、ご自身の体調を確認してください。

※発熱は、37.5度以上または平熱より1度以上高い場合を目安にしてください。

• 校内ではマスク着用が義務付けられています。

• 感染対策備品の貸し出しを行います。必要なものを受け取ってください。

＜配布場所＞

教員ラウンジまたは各学部事務室

＜備品＞※それぞれ、大量に必要な場合は、授業開始1週間前までにご相談ください。

(*)OICではご用意しておりませんが、必要な場合はご相談ください。

マスク、フェイスシールド、マウスシールド、使い捨て手袋(*)、消毒用
ウェットティッシュ、手指消毒液、マイク用カバー（ビニール袋やサラン
ラップなど）、体温計（非接触型）(*)



２．教室到着時（授業直前）
• マスクを着用して授業を行ってください。語学の授業等で口の動きを見せる必要がある
場合は、マウスシールドを着用してください。

• マスクを着用していない（忘れた）学生には、学びステーションおよび学部/研究科事
務室で配付しています。

• 座席の間隔（1m以上）を確保するため、固定机の場合は着席禁止マーク「×」の貼り
付け、可動机の場合は予め間隔をとった配置を行っています。所定の位置に着席してい
ない学生には、適宜注意してください。

※可動机の教室において、机を移動された場合は、必ず元に戻してください。

⇒これにより、教室定員（座席数）を減じる教室があります。

ITサポートHP>教室設備一覧>【次学期】●●キャンパス
固定机の教室

可動机の教室

http://www.ritsumei.ac.jp/rainbow/service-facilities/


２．教室到着時（授業直前）

•マイクはマイク用カバー（ビニール袋やサランラップなど）をかぶ
せて使用してください。音声には影響ありません。

授業後は必ず廃棄してください。

•授業前・後には、消毒用ウェットティッシュで教卓機材（マイクな
ど）の消毒を行ってください。

•キャンパス・建物により適切な換気方法が異なります。

授業前に教室掲示を確認してください。



３．授業中
• 対面出席者を把握しておいていただくことを推奨します。

※対面・Webの受講生を別々で管理するためには、manaba＋R「出席カード」が
ご利用いただけます。

⇒利用方法のマニュアルはこちら。

• 学生の発声、ディスカッションを伴う授業においては、身体的距離を保ってマス
ク着用に務めてください。身体的距離を十分に確保できない場合は、マスクに加
えてフェイスシールドを着用させる等の十分な対策をお願いします。

※マイクの共有が必要な場合は都度消毒をお願いいたします。

• キャンパス・建物により適切な換気方法が異なります。詳しくは、各教室の掲示
に示された内容に従ってください。

https://secure.ritsumei.ac.jp/staff-all/academic-affairs/webzyugyo/manual.html/


３．授業中
•全教室（教卓）に透明の遮蔽板を設置しています。質疑応答時の飛沫
防止対策にご利用ください。

•授業中に発熱や呼吸器症状等の体調不良を訴える学生がいる場合は、
電話で保健センターへ連絡の上、保健センターに行くようお伝えくだ
さい。閉室時間中は、近隣の医療機関に電話をかけて相談するようお
伝えください。

【衣笠】075-465-8232 【BKC】077-561-2635 【OIC】072-665-2110



４．授業終了後
• 授業後にも、消毒用ウェットティッシュで教卓機材（マイクなど）の消毒
を行ってください。

• マイク用カバー（ビニール袋やサランラップなど）をマイクから外し、ゴ
ミ箱に捨ててください。

• 可動式の机やカメラ等を移動された場合は、元の場所に戻してください。
• 感染対策備品を返却してください。
• 以下の学生アナウンスを適宜、行ってください。

• 手洗い、手指消毒、マスク着用、会食を控える等の日常的な感染対策を怠らないようにしてください。
• キャンパス内での移動・自習などに際しては、身体的距離を確保し、密集を避けるようにして下さい。
通行の方向や着席可能な場所についてマーカーなどで指示がある場合にはそれに従ってください。

• キャンパスでの授業への出席が終了したら、キャンパス内にとどまらず、不要不急の立ち寄り等を避け
て速やかに帰宅してください。

• キャンパス内・キャンパス外のいずれにおいても、友人などと対面で飲食することは控えてください。
特に、クラスターが発生しやすい場所（カラオケ、劇場・ライブハウス、スナック・パブ、居酒屋等）
の利用は控えてください。



５．補足情報
• 各建物入口及びフロアには消毒液が設置されています。

• 各建物内では、廊下や階段の一方通行、

教室の出入口の指定等を行っています。

• 教室の座席（稼働机の場合は教室入口等）にQRコードを貼付し、学
生が読み取り・登録することによって接触状況を把握する本学独自
のシステムを導入します。詳細は別途、教務支援HPでお知らせしま
す（3月下旬予定）。

シール案



５．補足情報
• 教室改修（換気設備の改善、Wi-fi増設、電源整備など）を行っています。詳細
は教務支援HPをご覧ください。

⇒教務支援HP>基本情報・授業運営>基本情報＞教室情報

• 毎日夜間に共用部分（ドアノブ、手すり、スイッチなど）の清掃と

消毒作業を行っています。

• 各キャンパスの保健センター近くに「発熱外来」を開設し、PCR検査も実施し
ます。

https://secure.ritsumei.ac.jp/staff-all/academic-affairs/current/information/class_info.html/


５．補足情報
• 学生がキャンパス内でWeb授業や自習ができるよう、一部教室や図書館など
の施設を開放しています（BCPレベル3以上になっても維持）。

⇒（学生用サイト）学び支援サイト>授業関連>2021年度の授業について

• 学生自身の健康上の問題や、家族に要配慮者がいる場合など、様々な事情で
通学が困難な学生が存在します。立命館大学では、学生の置かれている多様
な環境を考慮し、このような学生に対してもできる限り授業参加の機会を提
供したいと考えています。授業をご担当される先生方におかれましても、可
能な限りご協力とご配慮をお願いします。
⇒教務支援HP>基本情報・授業運営>2021年度春学期授業>授業実施の基本方針

• Web授業の円滑な実施に向けて、授業時間割を変更しています。
⇒教務支援HP>基本情報・授業運営>授業時間

http://www.ritsumei.ac.jp/pathways-future/course/web-based.html/
https://secure.ritsumei.ac.jp/staff-all/academic-affairs/current/information/spring_2021.html/
https://secure.ritsumei.ac.jp/staff-all/academic-affairs/current/information/hours.html/


６．キャンパス独自の留意事項（BKC）

＜理系独自の留意事項＞

•実験棟・実験室においては、廊下を一方通行にしたり、実験室の出
口・入口を指定したりするなどして、誘導掲示を行ってください。

•実験室入室時は、適宜、手指消毒と検温を行うようご指示ください。

•実験中に、マスク、フェイスシールド、ゴム手袋などの着用により
危険が生じる場合は、適時、着脱の指示をしてください。

•実験などで、身体的距離を保つことが難しい場合は、フェイスシー
ルド（またはゴーグル）とマスクの両方を着用するようご指導くだ
さい。（＝フェイスシールドだけでOKということではない）



６．キャンパス独自の留意事項（朱雀）

朱雀キャンパスには、学びステーションがないため、研究科事務室で
対応しております。



質疑応答
Zoomの「手を挙げる」機能を使用します。
PCの場合（Windows） スマートフォンの場合（iPhone・Android）

①画面下のツールバーにカーソルを移動する
②一覧から「リアクション」をクリック
③表示された画面から「手を挙げる」ボタンをクリック
※Macの場合は中央にポップアップ表示
④「手を挙げる」をクリックすると、主催者側のZoom画面に通知が
届きます。
↓

発言後
↓

ボタンが「手を降ろす」に切り替わるので、手を降ろしてください。

①画面下のツールバーにある「詳細」をタップ
②一覧から「手を挙げる」をタップ
③「手を挙げる」をタップすると、主催者側のZoom画面に通知が届
きます。
↓

発言後
↓

ボタンが「手を降ろす」に切り替わるので、手を降ろしてください。

＜iPadやAndroidタブレットの場合＞
画面上部にツールバーが表示される場合もあります。

マイク
ON/OFF

「リアクション」をクリック
※発言後は「手を降ろす」をクリックしてください。


